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２５年度
推進状況

２４年度
推進状況

担当課
計画書
掲載頁

ア
持続可能で安定性のある農業経営が展開できる施策を進めます。
（農業「経営」） 5 5 農政課 33

4 4 農政課

5 4 農業委員会

ウ
商業活動の活性化を促進するため、商工会をはじめとする組織の
活動を支援します。（商業） 5 5 商工観光課 37

エ
商店街の活性化をはかるため、音更市街地を主とした空き店舗対
策などを進めます。（商業） 4 4 商工観光課 37

オ 雇用の拡大が伴う企業の誘致に努めます。（工業、企業誘致） 4 4 商工観光課 39

カ
より魅力ある観光地づくりを進めるため、環境整備、食、企画などに
積極的に地域資源を活用します。（観光） 5 4 商工観光課 41

4 4 産業連携課

4 4 商工観光課

重点施策

重点施策（分野）

イ
後継者を育成、確保するため、研修の開催や活動、交流を促進しま
す。（農業「経営」） 33

キ
新事業の創出を目的とした異業種間の交流や農商工観連携を進め
ます。（産業連携） 43

第５期総合計画：重点施策推進管理評価調書【重点項目１】

評価年度 平成２５年度

重点項目

産業の振興と雇用の場が広がるまちづくり

各産業の経営の安定を促進するとともに、それぞれの産業の連携をはかり、産業の振興と雇用の場づ
くりを進めます。

－ ３ －

4 4 商工観光課

ク
農畜産物の高付加価値化をめざし、産学官との連携による研究を
進めます。（産業連携） 4 4 産業連携課 43

ケ
農畜産物や地場産品などの販売や食に接する機会を増やすため、
新たに魅力を発信する拠点づくりに努めます。（産業連携） 3 3 産業連携課 43

4.27 4.09

重点項目の
推進状況の

評価

重点項目の
推進状況

推進委員会
評価結果

Ａ 順調に進んでいる（4.50～5.00）
Ｂ 概ね順調に進んでいる（4.00～4.49）
Ｃ 推進が必要（3.00～3.99）
Ｄ 更なる推進が必要（0～2.99）

Ｂ

重点項目１は、２施策で推進状況が進展した。企業誘致では３社がＩＣ工業団地を購入し新たな雇用も
予定されており、着実に施策の推進が図られている。また、旧コカコーラ跡地に大型ショッピング施設が
オープンし、金融機関の誘致や、雇用の場づくりに寄与している。新たな魅力発信拠点づくりは、施設整
備に向けた基本構想を策定した。その他の施策については、順調又は概ね順調に進んでおり、基幹産
業の農業では安定した生産を確保し、強い農業基盤を構築するとともに、農商工観の連携や農畜産物
の高付加価値化につながる取組を行っている。

農業経営に関して、目標指標を音更町の反当たり総生産額などの具体的な目標数値を出していく必
要がある。また、農業総生産額には、ＴＰＰ問題や６次産業化等の将来的な展望も含めた数値で表す必
要がある。
後継者育成に関して、音更高等学校農業科生徒数を把握するだけでなく、卒業後の就農状況につい

て把握する必要がある。
観光に関して、モール温泉化粧品やモール豚などの特産品を知らない町民もいるので、もっと町民に

も知ってもらえるようなＰＲを行う必要がある。
音更ブランド研究に関して、様々なブランド戦略がある中で、「音更」の名を冠するブランド展開を検討

していく必要がある。
魅力発信拠点に関して、十勝川温泉や道の駅の他にも同様の取組をしている人はいるので、それら

を支援していくことも盛り込んでいく必要がある。また、魅力発信拠点やＩＣ工業団地は、ハード面の議論

重点施策の推進状況の平均

を支援していくことも盛り込んでいく必要がある。また、魅力発信拠点やＩＣ工業団地は、ハード面の議論
だけでなく、ソフト面も並行して議論を進める必要がある。

－ ３ －



2

２５年度
推進状況

２４年度
推進状況

担当課
計画書
掲載頁

5 5 農政課

4 4 都市計画課

5 4 広報広聴課

4 4 総務課

5 5 環境生活課

4 4 企画課

5 5 環境生活課

エ 家庭で取り組めるエコ活動を促進します。（環境保全） 4 4 環境生活課 47

重点施策

重点施策（分野）

ア 森林や河川などの自然環境の保全と再生に努めます。（環境保全） 47

イ
地球温暖化対策の取り組みを進め、公共施設などから排出される温
室効果ガスの削減に努めるとともに、町民の意識の高揚をはかりま
す。（環境保全）

47

ウ
太陽光、バイオマスなどの新エネルギーの利用を進めます。（環境
保全） 47

第５期総合計画：重点施策推進管理評価調書【重点項目２】

評価年度 平成２５年度

重点項目

環境への負荷が少ないまちづくり

自然環境の保全や再生に努めるとともに、地球温暖化の防止に心がける意識づくりや取り組みを進め
ます。

－ ４ －

エ 家庭で取り組めるエコ活動を促進します。（環境保全） 4 4 環境生活課 47

オ
「モール温泉」を有効に活用するため、集中管理体制の強化や新エ
ネルギーの導入、低炭素化社会への取り組みを進めます。（観光） 3 3 商工観光課 41

4.33 4.22

重点項目の
推進状況の

評価

重点項目の
推進状況

推進委員会
評価結果

河川景観に関して、散歩コースにある樹木が生い茂って川が見えないほどになっているので、開発建
設部に働きかけるなどして整備する必要がある。
地球温暖化に関して、自然エネルギーを含めて十勝に合った温室効果ガス対策を進めていく必要があ

る。

重点施策の推進状況の平均

Ａ 順調に進んでいる（4.50～5.00）
Ｂ 概ね順調に進んでいる（4.00～4.49）
Ｃ 推進が必要（3.00～3.99）
Ｄ 更なる推進が必要（0～2.99）

Ｂ

重点項目２は、１施策で推進状況が進展した。公共施設の省エネ化においては町が管理する全ての防
犯灯の省電力化工事が完了したとともに、町内会が管理する防犯灯についてもＬＥＤ化に対する町から
の補助率の引き上げを行った。また、太陽光発電システムの町民への普及は、平成２５年度末の累計で
５４２件となっている。泊原子力発電所の運転停止に伴う節電意識の高まりや、新たなエネルギー利用
のため小水力発電の可能性調査を行うなど、地球温暖化対策の取組を着実に進めている。

－ ４ －



3

２５年度
推進状況

２４年度
推進状況

担当課
計画書
掲載頁

4 4 広報広聴課

5 5 情報・防災課

5 5 福祉課

5 4 環境生活課

5 5 都市計画課

4 4 土木課

ウ
交通ニーズに応じた整備手法を検討し、農村部の道路整備を進め
ます。（道路） 3 3 土地改良課 59

エ
道路状況に応じて、市街地における宅内道路の再整備などを進め
ます。（道路） 4 4 土木課 59

オ
「公園施設長寿命化計画」を策定し、既存公園の延命化と再整備を
計画的に進めます。（公園、緑地） 5 5 土木課 62

重点施策

重点施策（分野）

ア
自主的な防災活動を全町に普及させるため、自主防災組織などの
育成に努めるとともに、災害時要援護者の把握と情報提供をはかり
ます。（消防、防災）

55

イ
歩行者の安全確保をはかるため、歩道の設置、段差の解消、街路
灯や防犯灯、通学路の整備などを進めます。（交通安全、防犯） 57

第５期総合計画：重点施策推進管理評価調書【重点項目３】

評価年度 平成２５年度

重点項目

誰もが安全で快適に過ごせるまちづくり

誰もが安全に暮らせるまちづくりを進めるとともに、快適な生活を確保するため生活基盤の整備を進め
ます。

－ ５ －

計画的に進めます。（公園、緑地）

カ
「住宅マスタープラン」「公営住宅長寿命化計画」に基づき、公営住
宅の適正な整備と維持管理に努めます。（住宅、宅地） 5 5 建築住宅課 65

キ 農村部の水の確保に努めます。（水道） 5 5 上下水道課 67

ク
下水道区域外の個別排水処理施設（合併浄化槽）の整備を進めま
す。（下水道、排水処理） 5 5 上下水道課 69

ケ
年齢や障がいにかかわらず生活しやすいまちにするため、ユニバー
サルデザインの普及をはかります。（地域福祉） 4 4 福祉課 89

4.54 4.46

重点項目の
推進状況の

評価

重点項目の
推進状況

推進委員会
評価結果

Ａ 順調に進んでいる（4.50～5.00）
Ｂ 概ね順調に進んでいる（4.00～4.49）
Ｃ 推進が必要（3.00～3.99）
Ｄ 更なる推進が必要（0～2.99）

Ａ

重点項目３は、１施策で推進状況が進展した。自主防災組織の結成や災害時要援護者の把握は着実
に進められており、引き続き町民の防災に対する意識の高揚を図っていく必要がある。防犯対策のため
の街路灯、防犯灯の整備については、必要箇所への設置や計画的な更新に努めている。道路整備に
ついては国からの補助金が要望を下回るなど財源的に難しい問題があるが、その他の施策については
順調に進んでおり、快適な生活を確保するため生活基盤の整備に努めている。

防災に関して、独居老人の人数や、困ったときに誰に連絡したら良いかなどを明らかにするために、町
内会の中に防災担当を設置する必要がある。また、町内会の自主防災組織は増えてきているが、町内
会未加入者をどうしていくかも考える必要がある。また、ハザードマップを利用した訓練など危機管理の
取組が必要である。
道路や歩道の整備に関して、まだ整備が必要な箇所があるので、通学路等を優先して整備していく必

要がある。
公園施設の長寿命化に関して、施設単体で見直しを行うのではなく、地域の状況や公園までのアクセ

ス、若しくは公園と公園をつなぐアクセスや配置を含めた長寿命化計画が必要である。

重点施策の推進状況の平均

ス、若しくは公園と公園をつなぐアクセスや配置を含めた長寿命化計画が必要である。
地域会館の整備に関して、高齢者が引きこもり等にならないよう、トイレを洋式に改修し、利便性を向

上する必要がある。

－ ５ －



4

２５年度
推進状況

２４年度
推進状況

担当課
計画書
掲載頁

ア
老朽化や耐震性、児童生徒数の動向などに応じて、学校教育施設
を計画的に改修、整備します。（義務教育） 4 4 管理課 72

イ
学校図書、パソコンなど教育に必要な環境整備に努めます。（義務
教育） 5 5 管理課 72

ウ
確かな学力をはぐくむため、学習指導要領に基づき、個に応じたき
め細かな指導を展開します。（義務教育） 4 4 管理課 73

エ
一人ひとりの良さを伸ばす教育、創意工夫を生かした特色ある教育
の実践を支援します。（義務教育） 4 4 管理課 73

オ
地域に開かれた高校や大学をめざし、町民を対象とした各種開放講
座等の開催などを協働で進めます。（高校教育、高等教育） 4 4 生涯学習課 74

カ
リーダーバンク制度などを充実し、登録者の活用、拡大をはかりま
す。（生涯学習の体制づくり） 4 4 生涯学習課 77

キ
生涯学習の活動拠点として、生涯学習のセンター機能の整備、充実
に努めます。（生涯学習の体制づくり） 4 4 生涯学習課 77

ク
図書館活動の拡充に積極的に取り組み、蔵書の整備を計画的に進
めます。（社会教育） 5 5 図書館 78

重点施策

重点施策（分野）

第５期総合計画：重点施策推進管理評価調書【重点項目４】

評価年度 平成２５年度

重点項目

生涯を通して学べるまちづくり

子どもたちの「生きる力」を育てるとともに、生涯にわたって学びに接することができる「生涯学習によるま
ちづくり」を進めます。

－ ６ －

めます。（社会教育）

ケ スポーツ施設の整備、維持管理を計画的に進めます。（スポーツ） 4 4 スポーツ課 79

コ 町民に優れた芸術文化の鑑賞機会を提供します。（芸術、文化） 4 4 文化センター 81

4.20 4.20

重点項目の
推進状況の

評価

重点項目の
推進状況

推進委員会
評価結果

学校施設の改修に関して、非構造部材の耐震化は急ぐべきものなので、可能な限り素早い対応が必
要である。
学力に関して、手引き等の配布だけでなく、家庭学習の内容についても指導が必要である。また、家庭

学習が学力に占める割合は高いので、家庭での指導に関する保護者のための学習会なども実施する必
要がある。
生涯学習に関して、ＯＯＪＣオープンカレッジや高校開放講座などは、木野地区での開催がないので、

今後は住民が多い木野地区での開催も必要である。また、講座内容について、次回の講座を広報で紹
介したり、内容によってＰＲ先を変えるなどのＰＲ強化も必要である。
リーダーバンク制度に関して、満足度の調査を行うなど、需要と供給のマッチング方法を具体化する必

要がある。
スポーツに関して、ウォーキングやマラソンの様な「だれでも」「いつでも」「どこでも」できる運動にも目を

向け、講座実施支援、ルートの検討、利用促進などを連動して考え、スポーツに限らない町民の健康増

重点施策の推進状況の平均

Ａ 順調に進んでいる（4.50～5.00）
Ｂ 概ね順調に進んでいる（4.00～4.49）
Ｃ 推進が必要（3.00～3.99）
Ｄ 更なる推進が必要（0～2.99）

Ｂ

重点項目４は、昨年度と同様の推進状況となっている。小中学校における建物構造体の耐震補強は音
更中学校の改築に伴い１００％完了し、今後は各小中学校の非構造部材などの耐震化を進めていく。ス
ポーツ施設の整備については、既存施設の改修及び補修工事や中央公園ソフトボール場の防球ネット
新設工事を行ったが、スポーツ施設整備計画からはやや遅れている状況にある。その他の施策につい
ては概ね順調に進められており、町民の学習環境の整備に努めている。

向け、講座実施支援、ルートの検討、利用促進などを連動して考え、スポーツに限らない町民の健康増
進機会を増やす工夫が必要である。

－ ６ －



5

２５年度
推進状況

２４年度
推進状況

担当課
計画書
掲載頁

5 5 子ども福祉課

5 5 生涯学習課

イ
地域ぐるみでの青少年の健全育成をめざし、広報活動を通じて町民
の積極的な協力を促進します。（青少年健全育成） 5 5 生涯学習課 75

ウ
青少年のたくましい精神と身体の育成をはかるため、子どもの居場
所づくり、主体的な学習や活動を支援します。（社会教育） 5 5 生涯学習課 78

エ
妊娠、出産、育児に関する各種健診や予防接種などを行い、指導を
充実させます。（保健） 5 5 保健課 83

オ
子育て支援センターの機能充実をはかるとともに、保育環境の整備
を進めます。（子ども福祉） 5 5 子ども福祉課 91

カ 保育ニーズに対応した保育サービスを充実させます。（子ども福祉） 5 5 子ども福祉課 91

キ
町民相互の支え合いによる、子育てサポートを促進します。（子ども
福祉） 5 5 子ども福祉課 91

ク
学童保育所の適切な運営と施設の計画的な整備を進めます。（子
ども福祉） 5 5 子ども福祉課 91

重点施策

重点施策（分野）

ア 幼児教育に関する相談や学習機会の充実に努めます。（幼児教育） 71

第５期総合計画：重点施策推進管理評価調書【重点項目５】

評価年度 平成２５年度

重点項目

地域ぐるみで子どもを育てるまちづくり

町民の協力や支え合いで子育てが行われる体制や環境の整備を進めます。

－ ７ －

ども福祉）

ケ
障がいや発達の遅れなど、つまずきの見られる子どもに対する発達
支援体制を充実させます。（子ども福祉） 5 5 福祉課 91

コ
ひとり親等の仕事と育児の両立を支援するため、保育サービスなど
の利用を促進します。（ひとり親家庭等の福祉） 5 5 子ども福祉課 92

1 1 企画課

5 5 子ども福祉課

4.69 4.69

重点項目の
推進状況の

評価

重点項目の
推進状況

推進委員会
評価結果

Ａ 順調に進んでいる（4.50～5.00）
Ｂ 概ね順調に進んでいる（4.00～4.49）
Ｃ 推進が必要（3.00～3.99）
Ｄ 更なる推進が必要（0～2.99）

Ａ

重点項目５は、昨年度と同様の推進状況となっている。子育て支援センターについては、3箇所のセン
ターの連携等により子育て家庭の支援の充実を図っているとともに、学童保育所は計画的な施設整備
を進めており、柳町学童保育所の改築に着手した。また、育児等に関する健診や予防接種は高い受診
率を維持しており、一時保育や休日保育の実施など、次代の社会を担う子ども一人ひとりの育ちを町全
体で応援するための子育て支援体制の構築や施設整備などに努めている。

幼児教育に関して、幼児家庭教育学級「ママの講座」となっているが、男女共同参画の視点から、ネー
ミングの検討が必要である。
子どもの居場所づくりに関して、公園や緑地などの地域資源を活用し、核となる場所づくり・仕組みづく

りによって子どもも大人も育ち合う環境とプログラムづくりが必要である。
学童や保育園の民営化に関して、運営する民間事業者が異なる中でサービスに差が出ないよう、親た

ちのニーズを把握しながら運営や人員配置に対して目を配り、町としての役割をしっかり担っていく必要
がある。
ひとり親の支援に関して、色々な制度を活用するだけでなく、町民相互で協力し、時間がある高齢者が

サ
家庭と仕事の両立を支援するため、保育サービスなどの充実に努
めるとともに、職場の理解に向けた啓発を進めます。（男女共同参
画）

103

重点施策の推進状況の平均

ひとり親の支援に関して、色々な制度を活用するだけでなく、町民相互で協力し、時間がある高齢者が
面倒を見る仕組みの検討なども必要である。

－ ７ －



6

２５年度
推進状況

２４年度
推進状況

担当課
計画書
掲載頁

ア
市街地では、コミュニティバスの利便性の向上に努めます。（公共交
通） 5 4 企画課 51

イ
農村部では、スクールバスの混乗利用や他の方策も検討し、利便性
の向上に努めます。（公共交通） 3 4 企画課 51

ウ
介護予防事業の充実強化をはかり、参加を促進します。（高齢者福
祉） 5 5 高齢者福祉課 95

4 4 福祉課

5 5 高齢者福祉課

オ
認知症高齢者などが住み慣れた地域で暮らせるよう、地域密着型
サービス基盤の整備を進めます。（高齢者福祉） 5 5 高齢者福祉課 95

カ
寝たきりの高齢者などの在宅生活を支援するサービスを実施しま
す。（高齢者福祉） 5 5 高齢者福祉課 95

キ
日常生活を支え、社会活動に参加できるように総合的な支援をはか

5 5 福祉課 97

重点施策

重点施策（分野）

エ
虚弱な高齢者などが地域で自立した生活ができるように支援する
サービスを実施します。（高齢者福祉） 95

第５期総合計画：重点施策推進管理評価調書【重点項目６】

評価年度 平成２５年度

重点項目

誰もが安心して暮らせるまちづくり

高齢者や障がい者が住みなれた地域で安心して暮らせる環境づくりを進めます。

－ ８ －

キ
日常生活を支え、社会活動に参加できるように総合的な支援をはか
ります。（障がい者福祉） 5 5 福祉課 97

4.63 4.63

重点項目の
推進状況の

評価

重点項目の
推進状況

推進委員会
評価結果

Ａ 順調に進んでいる（4.50～5.00）
Ｂ 概ね順調に進んでいる（4.00～4.49）
Ｃ 推進が必要（3.00～3.99）
Ｄ 更なる推進が必要（0～2.99）

Ａ

重点項目６は、昨年度と同様の推進状況となっている。農村部においてはスクールバスの混乗利用によ
り町民の足の確保に努めているが、利便性の向上について検討する必要がある。また、市街地のコミュ
ニティバスについては一部運行路線の見直しを行ったが、引き続き各停留所の利用率等を見極めなが
ら更なる利便性の向上を図っていく必要がある。その他の施策については順調に進んでおり、高齢者や
障がい者等が地域で安心して暮らしていけるよう、サービスの実施や基盤整備に努めている。

コミュニティバスに関して、現在の２ルートの他に、例えば温水プールを利用したい人の便や、住宅地と
商業施設等の便など、直行便を時間帯とルートを設定して試験運行を実施することも必要である。
独居老人など高齢者に関して、徘徊高齢者の事故や孤独死などを防ぐために、行政として可能な範囲

で手を差し伸べる必要がある。また、町内会でのネットワークづくりも必要である。
認知症高齢者に関して、認知症サポーターなどをどう地域のネットワークに組み込んでいくか検討する

ことも必要である。
地域交流サロンに関して、今後も継続させていくために、財政的な支援を検討することも必要である。

重点施策の推進状況の平均

－ ８ －



7

２５年度
推進状況

２４年度
推進状況

担当課
計画書
掲載頁

ア
町民と町の情報共有、意見交換の機会として、まちづくり懇談会など
対話の場づくりを広めます。（コミュニティ） 4 4 広報広聴課 101

イ
まちづくりに関するさまざまな分野やテーマにおいて、町民参加を進
めます。（町民参加） 4 4 企画課 102

ウ
男女共同参画を推進する計画の策定に取り組みます。（男女共同参
画） 4 3 企画課 103

エ
町民にとって見やすい、わかりやすい広報紙となるよう、町民のニー
ズをふまえた情報提供、紙面づくりに努めます。（広報、広聴、情報
公開）

5 5 広報広聴課 105

オ
情報公開条例に基づき、町の情報の積極的な公開に努めます。（広
報、広聴、情報公開） 5 5 情報・防災課 105

カ
広報手段としてホームページがより一層活用されるよう、内容の充
実と管理、見やすさの向上などに努めます。（広報、広聴、情報公
開）

5 5 広報広聴課 105

5 5 財政課

5 5 上下水道課

重点施策

重点施策（分野）

キ
財政収支の中長期的計画を作成し健全な財政運営に努めるととも
に、会計の公明化を進めます。（財政運営） 109

第５期総合計画：重点施策推進管理評価調書【重点項目７】

評価年度 平成２５年度

重点項目

情報の共有を進め参加の輪が広がるまちづくり

町からの情報提供を充実し、町民と町の情報の共有を進めるとともに、誰もがさまざまな分野に参加で
きるまちづくりを進めます。

－ ９ －

5 5 上下水道課

4.63 4.50

重点項目の
推進状況の

評価

重点項目の
推進状況

推進委員会
評価結果

Ａ 順調に進んでいる（4.50～5.00）
Ｂ 概ね順調に進んでいる（4.00～4.49）
Ｃ 推進が必要（3.00～3.99）
Ｄ 更なる推進が必要（0～2.99）

Ａ

重点項目７は、１施策で推進状況が進展した。町民自治によるまちづくりを進めるため、町民と町の対話
の機会の充実や、広く町民がまちづくりに参加しやすい環境づくりを一層進めていく必要がある。また、
男女共同参画の推進については、平成２６年度の計画策定に向け、町民を対象にした講演会や職員の
勉強会を実施した。その他の施策については概ね順調に進んでおり、広報紙、ホームページ等による情
報発信の充実や健全な財政運営に努めている。

まちづくりのパートナーである町内会に関して、加入率向上に対する有効な打開策はないが、引き続き
加入率向上の取組を継続していく必要がある。
住民サービスに関して、町民からの要望について職員は現場主義を一層徹底して対応する必要があ

る。また、来庁者や電話での相談に対して、ワンストップサービスを職員一人ひとりが自覚し、親切な対
応を更に心がける必要がある。
町民への情報提供に関して、紙媒体やホームページだけでなく、ＳＮＳなど町民がより身近に活用して

いるツールをコミュニケーションツールとするなど、より有効な手段を考えていく必要がある。
町民への情報公開に関して、色々な制度や相談窓口が誰にでもわかるよう、よりわかりやすい周知を

行っていく必要がある。

重点施策の推進状況の平均

－ ９ －


